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ＭＡＰＰの取組みの一環として 
首長等を対象とした「ナノテラス視察会」を開催しました！ 

News Release 2023年８月４日 

株式会社七十七銀行（頭取 小林 英文）は、ＭＡＰＰ（※）の取組みの一環として、宮城
県内地方公共団体（以下「地公体」）の首長等を対象とした「ナノテラス視察会」（以下
「本視察会」）を開催いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
本視察会は、ナノテラス関係機関および地方公共団体等との連携を加速させ、地域における 

ナノテラスの周知・啓蒙を強化することに加え、地元中小企業等に対するナノテラスの活用推進
を目的に開催したものです。 
※「ＭＡＰＰ」については、次ページをご参照ください。 
 

記 
 
１．開催概要 

開 催 日 ２０２３年７月２７日（木）および２０２３年７月２８日（金） 
会 場 ナノテラス（東北大学青葉山キャンパス内） 

参加団体 

地公体（ＭＡＰＰコアメンバー）：２６団体 
宮城県、仙台市、石巻市、塩竈市、気仙沼市、 
白石市、名取市、岩沼市、登米市、栗原市、 
東松島市、蔵王町、大河原町、柴田町、 
丸森町、松島町、七ヶ浜町、利府町、大和町、 
大郷町、大衡村、色麻町、涌谷町、美里町、 
女川町、南相馬市 

主 催 当行（ＭＡＰＰ事務局） 

協 力 
一般財団法人光科学イノベーションセンター、宮城県、仙台市、東北大学、 
一般社団法人東北経済連合会 

   
２．当日の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  もっと、ずっと、地域と共に。 

※着色した団体のほか、宮城県、南相馬市が参加しています。 

【仙台市長によるご挨拶】 【施設見学の様子】 

七十七グループは持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。 



 ３．「ナノテラス」について 
  東北大学青葉山キャンパス内に建設中の次世代放射光施設「ナノテラス」は、２０２４年
度の運用開始を目指して、国・民間・地域が一体となって一つの大型研究施設を整備・運用
する「官民地域パートナーシップ」という新しい枠組みで整備が進められている研究施設で
あり、日本における研究開発の質を向上させる「ナノまで見える巨大な顕微鏡」と言われて
います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．みやぎ広域ＰＰＰプラットフォーム（ＭＡＰＰ）の取組みについて 

地方公共団体と締結している「地方創生に向けた包括連携に関する協定」等に基づく 
取組みの一環で、民間資金や民間ノウハウの活用に向けた官民の情報共有および対話促進
を継続的に展開する場として「みやぎ広域ＰＰＰプラットフォーム（ＭＡＰＰ）」を形成
しています。 

 

（関連するＳＤＧｓ） 

  

 

 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

ー2（終）ー 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 
2015年9月に、国連に加盟する全ての国が全会一致で採択した国際目標であり、17の

ゴールと、169のターゲットから構成されています。 
七十七グループは2020年7月に「七十七グループのＳＤＧｓ宣言 ～ もっと、ずっと、 

地域と共に。～」を表明し、ＳＤＧｓに対する取組みを更に強化するため、2021年10月 
より「ＳＤＧｓ実践計画」を策定しております。 

【ナノテラス上空写真】 【様々な分野での研究開発】 【ＳＤＧｓの実現】 


